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若プロフェッショナル！働く　　者 燃えろ！青春！部活道
地
元
で
役
に
立
て
る
こ
と
を

（20歳・平野）

　

戸
建
住
宅
や
公
共
施
設
な
ど
に
設
置
し
、

日
常
生
活
か
ら
災
害
時
ま
で
、
電
気
の
需

要
に
応
え
る
「
蓄
電
シ
ス
テ
ム
」。
ニ
チ
コ

ン
ワ
カ
サ
株
式
会
社
（
多
田
）
で
は
、
平

成
24
年
に
、
全
国
で
初
め
て
家
庭
用
蓄
電

シ
ス
テ
ム
の
製
造
を
開
始
。
今
も
複
数
機

種
を
小
浜
か
ら
全
国
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
働
く
細
川
さ
ん
の
仕
事
は
、
製

品
に
使
う
部
品
を
そ
ろ
え
て
製
造
現
場
に

引
き
渡
す
「
出
庫
」。「
配
属
さ
れ
た
当
初

は
、
先
輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
く
ば
か
り
。

仕
事
に
慣
れ
て
か
ら
は
、『
助
か
っ
て
い
る
』

と
言
わ
れ
て
、
自
分
が
役
に
立
っ
て
い
る

と
実
感
し
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

細
川
さ
ん
は
、
地
元
の
高
校
を
卒
業
後

同
社
に
就
職
。
入
社
の
き
っ
か
け
に
つ
い

て
、「
道
の
駅
若
狭
お
ば
ま
（
和
久
里
）
で

急
速
充
電
器
を
見
か
け
、
機
械
に
書
い
て

あ
っ
た
社
名
を
調
べ
て
み
た
ら
、
地
元
に

あ
る
会
社
だ
と
知
り
ま
し
た
」
と
話
し
、「
自

分
も
地
元
で
役
に
立
て
る
こ
と
を
し
た
い

と
思
っ
た
」
と
、
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

自
分
が
携
わ
っ
た
製
品
が
社
会
で
役
立

つ
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
口
に
す
る
細
川

さ
ん
。
今
後
も
そ
の
手
を
通
じ
、
製
品
が

生
み
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

細
ほ そ か わ

川 実
み ゆ

夢 さ
ん

勤務先　ニチコンワカサ株式会社 陸上部　キャプテン

自
分
の
全
力
を
出
す

（小浜第二中学校３年生）

福
ふ く だ

田 爽
そ う た

太 くん

　

真
っ
す
ぐ
前
を
見
据
え
て
、
力
の
限
り

駆
け
抜
け
る
小
浜
第
二
中
学
校
陸
上
部
。

２
・
３
年
生
合
わ
せ
て
18
人
の
部
員
が
、
体

力
づ
く
り
や
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
福
田
く
ん
は
、
入
部
の

き
っ
か
け
に
つ
い
て
、「
走
り
方
の
改
善
と

体
力
づ
く
り
を
し
た
か
っ
た
。
あ
こ
が
れ

て
い
る
競
技
経
験
者
の
父
の
影
響
も
あ
り

ま
す
」
と
語
り
ま
す
。
現
在
は
短
距
離
種

目
の
練
習
に
熱
を
入
れ
て
取
り
組
み
、
走

り
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

個
人
種
目
が
多
い
陸
上
競
技
。
福
田
く

ん
は
「
部
活
中
、
体
力
的
に
厳
し
い
と
き

で
も
、
仲
間
が
声
を
出
し
て
励
ま
し
て
く

れ
る
か
ら
楽
し
い
」
と
話
し
、「
一
人
だ

け
だ
と
陸
上
は
面
白
み
を
感
じ
ら
れ
な
い
。

み
ん
な
が
い
た
ら
走
り
方
を
助
言
し
合
っ

て
改
善
で
き
る
し
、
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ

る
と
良
い
記
録
も
出
ま
す
」
と
、
笑
顔
で

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

次
の
大
会
は
６
月
。
部
の
こ
れ
か
ら
の

目
標
に
つ
い
て
、「
部
員
一
人
ひ
と
り
が
競

い
合
う
心
を
今
以
上
に
持
つ
こ
と
。
み
ん

な
で
協
力
し
て
高
め
合
い
、
自
分
の
全
力

を
出
す
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
で
す
」
と

は
つ
ら
つ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
・
３
年
生
の
女
子
12
人
が
所
属
す
る
若

狭
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
。
手
製
の
切
り
絵
を
あ
し

ら
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
社
会
福
祉
法
人
に

寄
付
し
た
り
、
放
送
部
と
協
力
し
て
、
視
覚

障
が
い
者
に
「
広
報
お
ば
ま
」
を
読
み
上
げ

た
「
声
の
広
報
」
を
届
け
た
り
と
い
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

部
長
の
村
松
さ
ん
は
、
い
と
こ
で
あ
る

先
輩
の
誘
い
で
入
部
。「
絵
を
描
く
の
が
好

き
な
こ
と
や
、
小
さ
い
頃
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
で
興
味
を
持
ち

ま
し
た
」
と
言
い
、
日
頃
の
活
動
で
は
切

り
絵
の
下
絵
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
を
知
ら
な
い
人
っ
て
意

外
に
多
い
ん
で
す
。
Ｅ
Ｓ
Ａ
（
英
会
話
ク
ラ

ブ
）
と
間
違
え
る
人
も
い
る
く
ら
い
」
と
笑

う
村
松
さ
ん
。「
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢

献
で
き
た
時
や
、
そ
の
経
験
を
話
し
た
友
人

が
仲
間
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
時
は
う
れ
し

か
っ
た
」
と
、
や
り
が
い
を
語
り
ま
す
。

　

村
松
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、

「
部
員
が
多
け
れ
ば
活
動
の
幅
も
広
が
る
。

一
人
で
も
多
く
の
新
部
員
に
入
っ
て
も

ら
っ
て
、
学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く

の
人
に
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ＪＲＣ部　部長

村
む ら ま つ

松  真
ま み

実 さ
ん

（若狭高校 3年生）

燃えろ！青春！部活道
多
く
の
人
に
活
動
を
知
っ
て
ほ
し
い

経
験
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
を

　

小
堂
さ
ん
は
23
歳
か
ら
31
歳
ま
で
、
プ

ロ
の
格
闘
家
と
し
て
活
躍
。
総
合
格
闘
技

「
修し
ゅ
う
と斗

」
で
は
世
界
ラ
ン
カ
ー
に
ま
で
上
り

詰
め
た
ほ
か
、
選
手
と
並
行
し
て
格
闘
技
ジ

ム
の
代
表
も
務
め
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
小
浜
に
戻
っ
た
小
堂
さ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
や
公
民
館
な
ど
で
、
格
闘
技
の
動

き
を
取
り
入
れ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
を

た
び
た
び
開
く
よ
う
に
な
り
、
今
年
か
ら

は
市
民
体
育
館
（
後
瀬
町
）
で
、
月
２
回
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
経
験
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
を

し
た
い
と
思
い
、取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
」

　
「
格
闘
技
は
全
身
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え

ら
れ
る
し
、
ミ
ッ
ト
打
ち
は
ス
ト
レ
ス
解
消

に
な
る
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
で
始
め
る
女
性

も
多
い
ん
で
す
」
と
話
す
小
堂
さ
ん
。

　
「
都
市
部
で
は
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に

行
く
く
ら
い
の
感
覚
で
『
ち
ょ
っ
と
ジ
ム
に

行
っ
て
く
る
』
な
ん
て
人
も
い
る
。
初
心
者

や
一い
ち
げ
ん見

さ
ん
で
も
参
加
し
や
す
い
、
気
軽
な

雰
囲
気
で
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

格
闘
技
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
「
Ｓサ

ニ

ー

Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｙ 

Ｍエ
ム
エ
ム
エ
ー

Ｍ
Ａ
」
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
小
堂
さ

ん
☎︎
０
９
０
・
３
２
９
６
・
９
０
２
７
ま
で
。

格闘技フィットネスを主宰

（38歳・千種一丁目）

小
こ ど う

堂  準
じ ゅ ん や

也 さ
ん

らり！小浜人き
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■休館日（〜５月６日㊍まで）

市立図書館
6 日㊋・13 日㊋・18 日㊐・
20 日㊋・27 日㊋・28 日㊌・
29 日㊍㊗・５月３日㊊㊗〜 5 日㊌㊗

温水プール
5 日㊊・12 日㊊・19 日㊊・
26 日㊊・5 月６日㊍
※５月 4 日㊋㊗はレディースタイムなし

若狭図書学習
センター

5 日㊊・12 日㊊・19 日㊊・
26 日㊊・30 日㊎・5 月６日㊍
※ 13 日㊋〜 16 日㊎は 2F のみ休館

市民サービス
コーナー

18 日㊐・29 日㊍㊗・
５月３日㊊㊗〜 5 日㊌㊗

■休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院（大
　手町）で小児科医が休日診療を行います

■子育て情報

■体や心・生活の相談

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・障がい者元気支援課、子ども未来課、税務課、
環境衛生課、会計課）では、毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）の執務時間を 18 時
30 分まで延長しています。

窓口の延長について
お
知
ら
せ

【各種催しや相談について】
新型コロナウイルス感染症の影響により、中止や変更になる場合があります。参加を希望する人は、各
問い合わせ先に事前に確認してください。

■法律や行政・その他の相談

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

４月の当番医

  4 日㊐　 ★しんたにクリニック（駅前町） ☎ 64・5321

11 日㊐　 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

18 日㊐　 ★吉井医院（塩竃） ☎ 52・0028

25 日㊐　 ★田中病院（遠敷十丁目） ☎ 56・5353

29 日㊍㊗ ★にしお内科クリニック（南川町） ☎ 53・2407

５月の大型連休中の当番医

  2 日㊐　 ★本馬医院（水取一丁目） ☎ 52・2233

  3 日㊊㊗ ★木村医院（四谷町） ☎ 53・1260

  4 日㊋㊗ いちせクリニック（南川町）☎ 53・2415

  5 日㊌㊗ ★小津外科医院（日吉） ☎ 52・0072

相 談 名 と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

精神保健相談※
6 日㊋、20 日㊋
10 時〜11 時 30 分

心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。

若狭健康福祉センター
問同☎ 52・1300

エイズ、肝炎相談・検査
5 日㊊、19 日㊊
9 時〜10 時 30 分

匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や、
相談（月〜金、8 時 30 分〜 17 時）
を受けることができます。

こころの相談
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

心の悩みを相談してください。
①市社会福祉協議会問同☎ 56・5802
②つみきハウス問同☎ 53・1190

心配ごと相談
14 日㊌
13 時〜16 時

介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談
20 日㊋
13 時〜 15 時

悩みごと、心配ごとのある人は、気
軽に相談してください。

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

カフェ・ぽ〜れ
16 日㊎
10 時〜 11 時 30 分

高齢者の生きがいや認知症予防の活動・
相談ができます（参加費 100 円）。

若狭ふれあいセンター
問坂

さかがみ

上和
か ず よ

代さん☎ 090・5686・4147

相 談 名 開 催 日 時 間 と こ ろ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 6 日㊋ 13 時 30 分〜 15 時 働く婦人の家 福井弁護士会☎ 0776・23・5255

出張年金相談※ 8 日㊍、22 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所☎ 0770・23・9905

法律相談（消費生活トラブル）※ 8 日㊍、22 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

結婚相談 15 日㊍ 9 時 30 分〜 11 時 30 分
文化会館 4 階 小浜市婦人福祉協議会

☎ 090・4329・0346
結婚相談（本人のみ） 24 日㊏ 13 時 30 分〜 15 時 30 分

高齢者専門相談（法律）※ 15 日㊍ 13 時〜16 時 県社会福祉協議会嶺南支所 同☎ 52・7833

リサイクル着物と古布の店やまてん
小浜市駅前町16−7（ビジネスホテル山海様前）☎ 52−5963

古布 買い取ります

※捨てる前に、ご相談ください

明治・大正・昭和期の木綿

藍染　無地　縞　絣　型染

筒描　更紗　裂織　布団皮

油単　野良着　夜着　風呂敷

催 し と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

誕生会※
28 日㊌
10 時〜11 時

今月に誕生日を迎えるお子さんのお祝いをし
ましょう。

子育て支援センター
問同☎ 56・3386

母乳育児相談
12 日㊊、26 日㊊
10 時〜 11 時 30 分

助産師による母乳育児の相談です。体重・哺
乳量の測定も可能。12 日㊊は 10 時から「断
乳の話」（参加費 300 円）も同時開催。
※４月から会場が変更になります

働く婦人の家
問健康管理センター☎ 52・2222

スクスク元気っ子教室※
19 日㊊
10 時〜 11 時

離乳食の相談、発育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です。※時間予約制

健康管理センター
問同☎ 52・2222

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

お気軽にご来店下さい。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 






